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研究成果の概要（和文）：明治期における、文芸・美術の新旧対立と交錯について、ジャンルを越境して考察す
ることによって、新旧対立は新派側からの戦略的挑発として出発しながら、やがて両者の境界が曖昧になり、明
治40年代に至って、日本文学・日本画の概念が、ナショナリズムと歩調を合わせて定位していく流れに見通しを
付けることができた。
具体的には、日本画の新旧対立が、歌俳の新旧対立と時期的・内容的に重なること、俳句・短歌・演劇の「新
派」の戦略性と旧派との関連性、日清・日露の両戦争によるナショナリズムの興隆・定着が、新旧対立の克服に
寄与したことを演劇を中心に確認することができた。

研究成果の概要（英文）：By considering the old and new conflicts and intersections of literary arts 
and art in the Meiji era across genres, the old and new conflicts started as a strategic provocation
 from the Shinpa side, but eventually the boundary between the two became ambiguous, and the 
boundary between the two became ambiguous. In the 1980s, I was able to see the flow of the concept 
of Japanese literature and Japanese painting becoming localized in step with nationalism.
Specifically, the old and new conflicts of Japanese painting overlap with the old and new conflicts 
of song and haiku in terms of time and content, the strategic nature of the "new school" of haiku, 
tanka, and theater and the relationship with the old school, Nissin and Japan. It was possible to 
confirm that the rise and establishment of nationalism due to the two wars of Russia contributed to 
overcoming the conflict between old and new, mainly in theater.

研究分野：日本文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本画・日本文学という今日揺れを孕んでいる分野・制度の誕生の事情を見通すことができ、両ジャンルの今後
における「所在」を見定める基礎的知見を提出でき、今後戦争と文学・美術の関連からこれを深めるべきという
次なる課題も明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本近代の「文学」の特性を考える場合、旧来の漢詩・和歌・俳句・演劇・美術の近代化へ の対応を見
逃すことはできない。一見独立しているかに見えるこれら諸ジャンルの近代化へ の対応は、「旧派」と「新
派」の相克・通底という点で、相互に関連している。 
 
２．研究の目的 
本研究は、 上記諸ジャンルの近代化への対応を、旧文学の「転生」と捉える視点に立って、相互を比 較
しながら明らかにし、日本近代文学・芸術における「自己発見」のありようの全体像を広 く内外の視点か
ら問い直す。また、それ以前の江戸の文学・芸術が持っていたアジアの伝統の中での多様性と可能性を掘
り起こし、延いては、日本文学の「所在」を更新することを目的とする。 
 
３．研究の方法 

2019年度は、3回の研究会を行った。1回目は、6月 29日早稲田大学戸山キャンパスで。出口の近代小
説と絵画論、および井上の新派俳句と絵画論の 2本の研究発表。2回目は、9月 29日上智大学で。日置の
近代歌舞伎論と、研究スタッフ以外から伴野文亮（東北大学）の旧派俳句と思想の 2本の研究発表。3回目
は、2月 9日東京大学駒場キャンパスで。研究スタッフ以外から、田部知季（日本学術振興会研究員）の新
派俳句の定義の研究発表と、古田亮（東京藝術大学）への井上のインタビュー（明治文学の新旧と近代絵
画の新旧）。また、10月 26日、俳文学会全国大会で、井上が新派俳句の中の保守派である秋声会と日本画
および江戸研究について発表を行った。 
 研究者代表者の井上の専門が俳句であるため、俳句についての研究が中心となり、新派と旧派の党派性
の実態とその区分の意味を、俳句のみならず、学問・思想・メディア・美術の観点から問い直し、漢詩文・
短歌・演劇・小説との関連性についても、いくつかの論点が浮かび上がってきた。 
これらの成果を受けて、10月から井上は、ミネルヴァ書房の日本評伝選のシリーズで『正岡子規』を執筆
を終えた。また、京都府立歴彩館所蔵の伊藤松宇旧蔵の子規関係資料を複写し、翻刻中である。子規の存
在は、漢詩文・短歌・演劇・小説との関連性もあり、ここを突破口に研究全体の引っ張っていっている状況
である。日置・松澤・多田は、『源実朝―虚実を越えて』（勉誠出版）において、短歌・演劇・小説の分野か
らそれぞれ、この「写生」歌人の先駆けと目された実朝の評価に迫った。 
2020 年度は、オンライン研究会を 2回行った。5月に木村洋氏は、明治文学史の登場を文明史
からの転換という広い視点で報告した。9月には、青山英正氏の新著『幕末明治の社会変容と詩
歌』の合評会と井上の旧派和歌の報告を行い、短歌革新をテーマとした。佐佐木信綱の旧派から
の転向と、その背後に末松謙澄の存在がいることが浮かびあがってきた。なお、井上は 9月に単
著『正岡子規』を刊行、俳句のみならず多面的な活躍をした子規の活動の背景を、本科研の成果
として公にした。日置は、明治戦争劇を新旧両派に渡って紹介。合山・多田は、近代の江戸的好
古趣味について報告を行った。出口は小説の挿絵研究を、新旧絵画から迫った。松澤は新派和歌
の言説について再検討を行った。 

2021年度は、最終年度を迎え、3回のオンライン研究会を行った。 ５月研究発表は、山
本聡美氏 「やまと絵の近代 旧派形成をめぐる制度と言説」、増野恵子氏 「近代日本美術の
歴史画題について」。8月研究発表 合山林太郎氏「毒婦の造型と明治初期のメディア・ジャ
ンル―ヤンレ節『名も高橋お伝の新聞』を視座として―」、合評会 日置貴之氏『明治 期戦争
劇集成』（私家版、2012年 2月）、コメントは井上泰至、土田牧子氏。12月研究発表 松澤
俊二：「折衷派」再考ーー落合直文の作歌実践を視 点にして」、合評会:井上泰至著『正岡子
規 俳句あり則ち日本文学あり』（ミネルヴァ書房、2020年）。 第 1回は、美術史の新旧ジ
ャンルの更新、第 2回は演劇における新派生成とニュース・戦争、第 3回は、短歌の新派に
おける位相の重層性が焦点化された。 

 以上で、美術史・演劇芸能・短歌・俳句ち最終年度に相応しく、全ての分野をカバーし
て日清戦争期までを中心とした、新派旧派の葛藤の様相について検討を行 うことができた。
新派旧派の対立は、メディアを舞台にした表層的な面が濃く、日清・日露の戦間期に、新旧
が混淆して、ジャンルの形成・更新の基礎が生まれ ていく見通しがついた。 以上 3年間の
成果を集約して、勉誠出版で論文集を刊行することを決定し、残る日露戦争期への展開＝ジ
ャンル・制度の確定という問題の検討のため、新たに継 続的に科研申請をすることを決定
した。 
 
４．研究成果 
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